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慢性疼痛の多面的評価システムの開発と客観的評価法の確立に関する研究 
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研究要旨 

 慢性疼痛に対する多面的な慢性疼痛評価質問票を作成した。作成した質問票を用いて、腰椎

疾患、関節疾患、および複合性局所疼痛症候群と診断されている患者を対象として調査を実施

した。得られた結果から、QOL を基準とした「重症（難治性）疼痛」を規定する痛みの重症

度評価ツール、脊椎疾患による神経障害性疼痛をスクリーニングする SpinePainDETECT、そ

して、慢性疼痛患者の社会的因子を測定・評価するためのプロファイル型評価スケールを開発

した。これらの評価システムを用いて、疾患別の特徴、慢性化の危険因子や治療方針を解明す

ることや、治療効果の判定に応用することが可能である。  
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Ａ．研究目的 

慢性疼痛に対する多様な主観的、客観的評

価法に関する研究を包括的に連結させること

により、多面的な慢性疼痛評価システムを構

築することを第一の目的とする。さらに、そ



4 
 

れらの研究で得られた知見を基に、治療法の

選択に直結する客観的評価システムの開発を

めざすことを第二の目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

作成した質問票を用いて、腰椎疾患、関節

疾患、および複合性局所疼痛症候群と診断さ

れている患者から対象者を選定し調査を実施

した。対象者は、NRS (Numeric Rating 

Scale：０から１０の整数で１１段階評価)が

１以上で、３ヶ月以上持続する疼痛を有する

患者とした。上記質問票に、痛みの持続期間

（６ヶ月未満、６ヶ月〜１年未満、１年〜２

年未満、２年以上）、医療機関受診歴および受

診期間を加え、調査を実施した。。 

（倫理面での配慮） 

本研究の実施に際しての倫理的配慮 

１）本研究は、ヒトを対象とした臨床研究で

ある、ヘルシンキ宣言に基づく倫理原則と倫

理研究に関する倫理指針を厳守して実施した。 

２）研究の実施に当たっては、研究計画書を

主研究施設での倫理委員会の承諾を得た。 

３）被験者の特定はできない。 

被験者への説明と同意 

以下について調査票の表紙に記載した。 

１） 研究の目的及び内容 

２） 調査に参加しない場合、あるいは、調査

途中で中止した場合でも何の不利益を

被ることが無いことを保証すること 

３） 対象者は、調査票に回答し記入うること

によって、同意の意思を示したと判断さ

れること 

４） プライバシーの保護 

調査票の記入をもって、対象者が本研究への

参加に同意したものとした。 

 

 

Ｃ．研究結果 

① 慢性疼痛と難治性疼痛の定義 

・ 期間、痛みの程度を expert consensus 

method により検討した． 

・ 慢性疼痛：発症から 3 ヶ月以上持続する

疼痛と定義した（国際疼痛学会の定義と

同じ）． 

・ 疼痛の程度：疼痛の程度は問わない

（NRS1 以上）とした． 

② 慢性疼痛患者へのアンケート調査 

・ 発症から 3 ヵ月以上持続する NRS1 以

上の疼痛を有する脊椎疾患、関節疾患、

複合性局所疼痛症候群を対象とし、252

名（男性 154 名、女性 96 名、平均年齢

64.1 歳）に対して作成したアンケート

調査を実施した． 

③ 痛みの重症度評価ツールの開発 

・ QOL を基準とした「重症（難治性）疼

痛」を規定する尺度を開発した． 

・ 因子分析を用いて、SF36 身体的側面の

QOL サマリースコアが低い群の QOL

を構成する要素を抽出し、「痛みの破局

的思考」、「痛みに対する過敏性」、「通

常ではない痛みの性質」、「抑うつ症状

と睡眠障害」、「痛みの重症度」の 5 つの

因子が抽出された．さらに、判別分析に

よって、QOL が高い群と低い群を判別

するスコア重み付け係数を求めた．

Pain Catastrophizing Scale 合計点（係

数 7）、PainDETECT 感覚 7 項目（係

数 4）、BS-POP 患者用（係数-5）、4 週

間の NRS 平均（係数 9）の合計点に定

数項-220 を加えた得点が 0 より小さい

場合に QOL が非常に低い疼痛（重症、

難治性）、0 より大きい場合にQOL が比

較的高い疼痛患者と判定できる重症度

評価ツールが完成した．ROC 曲線は面
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積が 0.79、感度 57.9%、特異度 85.7%

であった。 

④ SpinePainDETECT の開発 

・ 脊椎疾患による神経障害性疼痛は、

PainDETECT などの神経障害性疼痛

スクリーニングツールでの評価は困難

とされる． 

・ 脊椎疾患と関節疾患を効率よく判別す

る SpinePainDETECT を開発した． 

・ PainDETECT の「痛みの経過図」〜「痛

みの部位を少しの力で押して痛みが起

きる」までの 9 項目について、脊椎疾患

と関節疾患を効率よく判別する重み付

け係数を判別分析で求め、スケールを作

成した．ROC曲線は0.79、感度84.4%、

特異度 70.6%であった． 

・ さらに判別分析をステップワイズ法で

行い、重み付け点数がより簡便なスケー

ルを作成した．PainDETECT の 2 項目

で評価可能であり、ROC 曲線は 0.79、

感度 82.3%、特異度 66.7%であった． 

⑤ 社会的因子の評価プロファイルの作成 

・ 慢性疼痛患者の社会的因子を測定・評価

するためのプロファイル型評価スケー

ルを開発した． 

・ エキスパートパネルに協議を行い、社会

的因子の 5 つのプロファイルについて

定義した． 

・ 仕事（ストレス、人間関係、満足度）、

家族（サポート）、睡眠（寝つき、覚醒、

睡眠薬の使用）、メンタルヘルス（落ち

込み、不安）、痛み関連QOL（痛みによ

る日常・社会生活への影響）の 5 つのプ

ロファイルに決定した． 

・ 因子分析を行い、仕事関連プロファイル

3 項目、家族関連プロファイル 2 項目、

睡眠関連プロファイル 3 項目、メンタル

ヘルス 5 項目、疼痛QOL 2 項目の計 15

項目を最終的な評価項目に決定した． 

・ 5 つのプロファイルスコアをレーダー

チャートで表すことによって、社会的背

景の特徴を明らかにできる． 

⑥ 脳機能画像による評価 

・ VBM (Voxel-based morphometry) 、

fMRI （ Functional Magnetic 

Resonance Imaging）、MRS（Magnetic 

Resonance Spectroscopy）などを用い、

有用性と限界について検討した． 

・ VBMで萎縮変化が認められる慢性腰痛

では、非特異的腰痛の割合が高いことが

示唆された．また、PainDETECT と前

頭・頭頂弁蓋から島、後帯状皮質のVBM

での萎縮変化に正の相関が認められた． 

・ 変形性膝関節症患者に対する fMRI で

は、表皮内電極による膝関節裂隙の刺激

によって、前頭前野背外側部で活動の増

加が認められた．  

・ 機能性疼痛障害患者（CRPS TypeⅠや

線維筋痛症）で default mode network 

(DMN)の機能的結合の低下が認められ

た． 

 

Ｄ．考察 

本研究により、慢性疼痛患者のプロファイ

リングを評価する因子を抽出することができ

た。このシステムを用いて、疾患別の特徴、

慢性化の危険因子や治療方針を解明すること

や、治療効果の判定に応用することが可能で

ある。 

 

Ｅ．結論 

客観的疼痛評価項目の選定により、患者プ

ロファイリングを評価できるシステムを構築

した。縦断研究の継続による臨床研究の継続
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も必要である。 

 
Ｆ．健康危険情報 

なし 
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